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〔発表の要旨〕

１．ことばの誕生≒知性の誕生

　　社会・経済の発達に伴う記録ニーズ　

　　　　　→文字の誕生→知識の飛躍的拡大

２．文字の発達：絵(文字)→象形文字→表意文字

　　　　　　　　　　　　　　　　→表音文字（Alphabet）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．世界の言語は３～５千、主要文字は僅か５つ。

４．文字の拡大・普及：先進文化圏→非先進圏

　　　　　　　（特に宗教の普及と密接に関連）

５．唯一の表意文字、漢字の奇跡。
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　世界の文字分布

キリル
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Ⅰ.文字とは
１．話しことばと文字 （共に社会的な記号：恣意的）

 ◇話しことば

　・人間集団（生活）があれば誕生（自然発生的）

　・約２０万年の歴史、世界には約３～５千言語
　　

 ◇文字

　・社会の高度化による記録・伝達ニーズから誕生

　・上から与えられた人工的記号（政策的・強制的）

　・約５千年の歴史

　  世界の文字は１００以下（主要文字５）、
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２．話しことばと文字の違い①
話しことば 文字（書きことば）

媒体 音波（記号化）→聴覚 文字（記号化）→視覚

形式 対面：音声発話（会話）
双方向 Communication

新聞、本、法典、法律等
一方向の情報伝達

特徴 Here ＆ Nowの制約
時間順に伝達（線状的）

時空を超越
選択・検索可能

保存
性

一過性（保存性なし） 記録性・保存性（本、文書）
→社会の安定（契約,法規）　　　　　　
　 社会進歩（知識の蓄積、
　 科学技術）文字≒文明

誕生
契機

約２０万年前
共同生活→ことば

約５～７千年前
話し言葉→記録ニーズ
　　　　　　→文字



３．話しことばと文字の違い②
話しことば 文字（書きことば）

発生
形態

下からの自然発生的 上からの発明→下へ普及
（ex王→民）

数 ５～７千言語 Max.１００、
主要４文字（アルファベット、
アラブ、漢字、ヒンズー）

変種 Variationは無数（方言等） Variationは少ない（統一的）

普及
形態

言語接触→文明語が他
　　　　　 　　言語に影響

文明文字（主要文字）
               →無文字言語に普及

変化 迅速かつ常に変化
（言語接触・社会変化）

変化少・固定的（cf.正書法）
上からの政策的変化

習得 自然習得 教育が必要
（識字率≒文明度）
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４．知識の幾何級数的拡大

　　　　  －５千年
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 　 ホモ　　　　　  言語　　　  　 　     文字　　　　    　　　 Ｉ  Ｔ
 サピエンス　　 の誕生　　 　   　  の誕生　　  　　 　  の時代
脳１５００CC

経済
法律

科学技術
文学
教典

－３０万年

  －２０万年

蓄積的知識
～
～

～
～



Ⅱ．文字の起源　１.文字誕生の背景
◆文字の利点：｢言葉は消え、文字は残る」

 ・時空を超越：将来に残す記録（歴史の始まり）

　　　　　　　　 　遠距離への情報伝達（ｅｘ手紙・通知）

 ・情報の正確性：正確な記録(証拠性、知識の蓄積)
◆社会の高度化（交易・交流） 　　 記録ニーズ

 ・政治的ニーズ：王の偉業、法律、命令・通達

 ・宗教的ニーズ：呪術、教典

 ・経済的ニーズ：交易・契約、租税（作高・貯蔵､権利）

 ・技術的ニーズ：ex.土木工事

 ・その他伝達ニーズ：物語、歴史（無文字＝無歴史）
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２．文字（記号）の種類
◇絵（文字）：特定の意味を表す記号

　　ｅｘ禁煙マーク、立入り禁止
　　　　　　　

◆文字：汎用的な記号

　●表意文字：記号が特定の意味を表す

　　　　　　　　　ｅｘ.漢字：王、月、海

　●表音文字：記号が音のみを表す

　　　　　　　   　 （意味からの脱却）

　　・音素文字：１文字＝１音（子音、母音）

　　　　　　　           アルファベット（ａ､ｂ､c､d・・・）
　　・音節文字：１文字＝１音節（子音＋母音）

　　　　　　　　　　　 ｅｘ仮字文字：か（ka）
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３.文字の変化：象形文字から表音文字へ

◆文字の変化（進化）

　　　   絵（牛→狩り（呪術的意味））

　

　 
　　　　　　

 　
 　

　  表音文字Alphabet（音素文字）、仮名（音節文字）

　（音のみを表現する文字：意味からの解放）
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絵文字（ex.王座：権威、獅子：勇気）

象形文字（表意文字）   　     　　　漢字（唯一）
（ex.ヒエログラフ）　　　　　　　（一部は表音文字化）
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　ex．表意文字の語頭の音→表音文字
　　　　　　　　　　　　　（ex. 牛(Ａｌｆ）→ Ａ ）　



Ⅲ．世界の文字：１．主要５文字

◆古代セム文字（古代エジプト）

　　

仮名 （表音文字）

フェニキア
文字

ギリシャ
文字

キリル文字
ラテン文字

アラム
文字

アラビア文字
ソグド文字
（ウイグル.モンゴル）
ヘブライ文字

古代南アラ
ビア文字

インド諸文字

◇甲骨文字

※消えた文字：楔形文字、中南米の文字

漢字（表意文字）

アジア諸文字



２．ラテン文字の系譜

古代エジプト文字（表意→表音文字）
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フェニキア文字（表音文字）Alphabetの始まり

エトルリア　　　　　ラテン： 欧米諸国
文字　　　　　　　　　文字

ルーン文字：古代欧州

ギリシャ
文字

キリル文字：ロシア他



３．世界最古の文字
◇絵→絵文字→文字（象形文字→表音文字）

◇最古の文字

　①楔形文字　  （６千年前、メソポタミア）→消滅

　②ヒエログラフ（５千年前、エジプト）       →消滅

　③甲骨文字　  （３千年前、中国） →漢字として存続

　その他

　・クレタ文字（３千年前、ギリシャ、未解読）→消滅

　・中南米（ex.インカ：ひも文字；２千年前、未解読）
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４.最古の文字：楔形（くさびがた）文字

15

・粘土板に葦の棒で印字
・最古は会計帳簿
・６千年前よりメソポタミアに分布
　・表意→表音文字（文字数減）
   　表記の簡素化
　・書記（専門官）の育生
・シュメール人→アッカド人:別言語
　→バビロン、アッシリア帝国
　→ヒッタイト（印欧語）
・フェニキア、アラビア、ラテン文字
　の母体となるが、楔形文字その
　ものは消滅
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◆楔形文字
　　

　　（表音文字）

  ・シュメール文字

  ・ヒッタイト文字

　・アッカード文字

その後後継文字なく

消滅

　　　



５．最古の文字：エジプトヒエログリフ
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 表意（＋表音）文字

  表音文字

◆ロゼッタ・ストーン

表音文字



◇文字解読はミステリ―
● ヒエログリフ

 ・ １７９９：ロゼッタストーンの発見（ナポレオン遠征）

 ・ シャンポリオン（ギリシャ語、コプト語等を理解）

　　・カルトウーシュに着目（王の名前）

　　・表意・表音の混在を発見

● 楔形文字

 ・ ペルセポリスの碑文

　（古代ペルシャ語、エラム語、バビロニア語）

 ・ ローリンソン他

●クレタ島の線形文字（エバンス）
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６．古代文字の解読（ex.ヒエログリフ）
◇前提知識

　・関連言語：ex.ラテン語、ギリシャ語

　・同系統語： ex.コプト語

◇手がかり

   ・対訳の存在：ex.ヒエログラフとギリシャ語

　・固有名詞：ex.王の名（カルトゥーシュ）、地名

　・頻出文字、語順ｅｔｃ

◇混乱要因

　・同一文字を表意・表音に併用　ex. A：牛（Alf）or Ａ
　・分かち書きなし：単語の切れ目が不明

　・書き順：ex.左→右 or 右→左
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７． エジプト・ヒエログリフ：BC31C～AD４C
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　　〔表意文字〕　　　　　　　　　　　　　〔 表音文字〕

　 ア    イ    ウ   エ   オ



21

トンパ文字（生きた象形文字：世界遺産(雲南))

④
介

②
友

①
人

③
功



８．Ａｌｐｈａｂｅｔ（表音文字）の誕生
①フェニキア文字　　        　 ② 　　　　　　
（アルファベットの原形）

22
　キリル文字（ギリシャ系）

③ローマ文字（ラテン文字）

A

２２字

２６字

２４字



９．Alphabet（表音文字２０～３０字）の系譜

 　　　　　  　　　　　　　 アラム文字  　　　シリア文字

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　インド文字

 　北セム文字　　　フェニキア文字

　　南セム文字　　　 北アラビア文字、エチオピア文字
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ギリシャ文字　　　キリル文字
　

   ラテン文字　　　　欧州文字　　　

●セム系は子音のみ表示（∴希・羅文字が欧州他に普及）
　 ①母音少ない（アラビア語：３）
 　②文脈から推定 ex.KTB→KaTaB、 KoTeB、    KiTaB、 
　　　　　　　　　　　　　   彼は(書いた)(書きつつ) (書かれた）

　　　　　　　　　　



１０．フェニキア文字（アルファベットの祖）

•  
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牛Ａｌｆ
　→Ａ

家Ｂｅｔｈ→Ｂ



１１．ギリシャのアルファベット
１，Α　α（アルファ）alpha
２．Β、β（ベータ） beta
３．Γ　γ（ガンマ） gamma　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．Δ　δ（デルタ） delta
５．Ε　ε（エプシロン） epsilon
６．Ζ　ζ（ゼータ） zeta
７．Η　η（イータ/エータ）eta
８．Θ　θ（シータ/テータ）theta
９．Ι　ι（イオタ）　iota
10. Κ　κ（カッパ）　kappa
11. Λ　λ（ラムダ）　lambda
12. Μ　μ（ミュー）　mu
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13. Ν　ν（ニュー）　nu
14. Ξ　ξ（クシー/クサイ）　xi
15. Ο　ο（オミクロン)　omicron
16.Π　π（パイ）　pi
17. Ρ　ρ（ロー）　rho
18. Σ　σ（シグマ）　sigma
19. Τ　τ（タウ）tau
20. Υ　υ（ユプシロン  )　upsilon
21. Φ　φ（フィー/ファイ）　phi
22. Χ　χ（カイ/キー）　chi
23.Ψ　 ψ（プシー/プサイ） psi
24. Ω　ω（オメガ） omega



１２．キリル文字（９C→ロシア他：ギリシャ正教圏）
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RP

G

N

Ｓ

I

L



１３．ルーン文字（北欧→英・独、絶滅）
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・１～２Ｃ頃 ギリシャAlfabetを基に北欧等に現れ、英・独等に
　も広まったが中世で廃れた。（ゴート文字も類似）
・呪術的目的、直線中心の文字（但し水平線なし）。



１４．アラム文字（アラビア文字､インド文字）

フェニキア文字
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アラム文字（ＢＣ１０Ｃ、メソポタミア）

アラビア文字　　   ペルシャ文字　　　

ヘブライ文字、アルメニア文字

シリア文字、ソグド文字、ウイグル文字、
モンゴル文字、満州文字

ブラフミー文字（インド系）



１５．アラブ系文字
　◆アラム文字　　　　　　　　　　　    ◆ペルシャ文字

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【表音文字〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 セム系文字では子音のみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表し、母音は省略。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（文脈より推定）

　　　　　　　　　　　

◆イラン文字　　　　　　　　　　　　　
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 ◆アラビア文字　　　　　   　　　◆ウルドゥー文字（パキスタン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



１６．トルコ文字（オスマントルコ）

•

•

30現在のトルコはアルファベット



１７．ソグド文字（イラン系：印欧語）

31



１８．トルコ系文字①

◆ウイグル文字　　　　　　　　◆西夏文字

　　��������　　　� 
◆満州文字　　　  
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１９．モンゴル文字（トルコ系）



２０．インド系文字
 アラム文字（メソポタミア）
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ブラフミー文字（BC６C～インド）

北方インド系（梵語、チベット 他）

南方インド系（タミル文字 他）

   東南アジア系
（タイ、ビルマ、ジャワ、ラオ、クメール 他）



•
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チベット文字

悉曇文字
　（梵字）

ブラフミー文字
(デ－ヴァーナ)

２１．北方インド系文字



２２．南方インド系文字 他
◆梵字（悉曇文字）　　       　　◆ヒンズー文字

　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

◇タイ文字　　　　　　　　　　　◇ミャンマー文字

◇カンボジア（クメール文字）　　◇ラオス（ラオ文字）
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Ⅳ．ことばと文字の普及　
１. ことばの普及

　・ことば：自然発生（部族毎に異なる）

　・異なる部族（言語）の接触　　 共通語が必要

　　・接触ニーズ：ex.交易、婚姻、支配

　　・接触がない地域→多数の言語が存続

　　　　　　　　　ex.ニューギニア、台湾山岳地帯

　・低位の文明は高度の文明（ことば）を模倣

　　・強制ではなく自然な変化

　　・変化（共通語の発生）の速度は早い

　　　 ・ピジン　　 クレオール
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２．文明語からの影響
・文明語からの借用の三段階

　   ① 文字の借用（固有の文字を持つ言語は希）

　　 ② 語彙の借用（対応する語彙を持たぬため）　

　　　　 ex.抽象概念を表す語、外来品

　　 ③ 文法の借用（＝言語転換：固有言語の放棄）

　　　　 被支配地言語 ex.ラテン系言語、植民地言語

　　　  　cf.ピジン、クレオール

　①～③：ラテン語→仏語、西語、葡語

　①～②：ラテン語→英語、　　中国語→日本語

   ①　　　　多数



３．フランスの場合
　  ガリア人(ローマ支配下）　　フランク族の時代

　   の時代（BC３～AD５C)　　　　　（AD５C～)
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ガリア人
（ケルト系

ローマ人

ガリア人

ガリア人
（ゴール人）
【ケルト系】

フランク族
（ゲルマン系）

ラテン語

ラテン語

文明国の言語に転換（∵社会的・経済的に有利）



４．英国の場合
 　ローマ支配            　サクソン朝　　　    ノルマン朝               
　 AD１～５C　　　　　　　５～１０C　　　　　初期１１C
　

40

あんぐろ

ノルマン人
   (仏語)

サクソン人
(英語）

ロ－マ人
（ラテン語）

ケルト人
ケルト人

アングロ
サクソン人

(英語）

・仏と同様ローマ人が支配したがラテン語には転換せず。
・アングロサクソンの侵入とともに英語が国語となる。
・但し語彙的にはラテン語・仏語からの借用が多い。
　　ex.豚：pig（porc）、牛：cow（beaf）、羊sheep （matton）



５．ことばと文字の伝播パターン
　　         ＜ことば＞　　　　　　　  　　＜文字＞
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文明語

ピジン　　　 ★ Localization

文明語

クレオール
非文字圏

文明語

非文明語

★共にLocalizationを経て導入
　ことば：ex. 文法の簡略化、現地語彙の保存
　文字：現地発音に合わせた表記の工夫（O→ ö、e→ é）

導入



６．文字の波及のメカニズム
◇文字発明国（優位）→他の国・地域に拡大

　 ●経済的理由（交易）●政治的理由（支配→被支配）

     ●宗教的理由（教典）

◇受容国：言語(発音)に合わせ微修正（ex. Ö､ û）
◇文化・宗教と共に文字が伝播（五大文字）
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宗　教 文 字
新旧キリスト教 ローマ

ギリシャ正教 キリル

イスラム教 アラビア

ヒンズー・小乗仏教 ヒンディー

大乗仏教 漢字

主な伝播先

西欧､植民地(新大陸､アジア)
ロシア・東欧

中東､北アフリカ､アジア

東南アジア

日本、（ベトナム､朝鮮）



７．欧州（文字≑ 宗教≠民族・言語）
宗教 文字 民族 国（言語）
新・旧教 ラテン文字

(ローマ字）
ラテン系 伊、仏、西、葡、ベルギー、ルー

マニア

ゲルマン系 英、独、蘭、スエーデン、デン
マーク、ノールウェー、アイルラ
ンド、アイスランド、スイス

アジア系 ハンガリー、フィンランド、エスト
ニア、

スラブ系 チェコ、スロバキア、ポーランド、
リトアニア、ブルガリア、スロベ
ニア、アルバニア、クロアチア

ギリシャ
正教

キリル文字
(ギリシャ文字)

スラブ系 ロシア、ウクライナ、ベラルーシ、
ブルガリア、マケドニア,セルビア

その他 ギリシャ
43



８．新大陸の文字（植民地＋宗教）
区分 国 宗主国 言語・文字

北アメリカ アメリカ、カナダ 英国 英語・Alphabet
中南米 メキシコ、アルゼンチン、

チリ､ペルー､コロンビア 他
ブラジル

スペイン

ポルトガル

西語・Alphabet

葡語・Alphabet
大洋州 豪州、ニュージーランド 英国 英語・Alphabet
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（参考）先住民の文字

区　分 先住民 文　字

北米 アメリカインディアン なし

中南米 マヤ　　  （3～17C メキシコ）
アステカ（12～16C メキシコ）
インカ（13～16C ペルー)

マヤ文字（象形+表音）
アステカ原文字（絵文字）
なし（ひも記号）

大洋州 アボリジン他 なし



９．アラビア文字(イスラム圏）
◇イスラム教国≒アラビア文字

  ●イラン：民族：ペルシャ人（印欧系）、言語：ペルシャ語（印欧系）

　　　　　　　宗教：イスラム教　  　　 ペルシャ（アラビア文字）

  ●インドとパキスタン（共に印欧系民族・言語）

　　

45

国 言語 宗 教 文 　字
インド ヒンディー語 ヒンズー教 ブラフミー(インド)系文字

パキスタン ウルドゥー語 イスラム教 ペルシャ（アラブ）系文字

○例外

国 　言　語 　宗　教 文　字 備　　考

トルコ トルコ語 イスラム ローマ字 1923政教分離

インドネシア ネシア語 イスラム ローマ字 オランダ領→米領

マレーシア マレー語 イスラム ローマ字 英領

カザフスタン カザフ語 イスラム キリル 旧ソ連領



１０．東南アジアの文字（宗教＋植民地）
国 言語（系） 文　字 宗　教 備　考

インド
　ネシア

ネシア語
(マレー系）

アラビア系
→ローマ字

イスラム オランダ
植民地

マレーシア マレー語 アラビア系
→ローマ字

イスラム 英植民地

フィリッピン タガログ語
(オストロネシア)

インド系
→ローマ字

キリスト教 西→米
　　植民地

ベトナム ベトナム語 チュノム(漢字）
→ローマ字

大乗仏教 中国冊封
→仏植民地

ミャンマー ミャンマー語 ビルマ文字
（インド系）

小乗仏教 英植民地

タイ タイ語 シャム文字
（インド系）

小乗仏教 非植民地

ラオス ラオス語 ラ－オ(インド) 小乗仏教 仏植民地

カンボジア カンボジア語 クメール(インド) 小乗仏教 仏植民地)46



Ⅴ．漢字と日本文字
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１．甲骨（亀甲）文字：最古の文字
　 ◇中国 殷時代（BC１１C頃）の最古の文字
　　　記録と占いの目的から生れた象形文字→漢字の祖型



２．漢字：世界で唯一の表意文字

◇世界：表意文字     表音文字（Alphabetが世界に普及）
　　　　　

◇ 何故生き残れたのか？

  ① 漢字は最古の文字の一つ（BC１１C)。
　　 仏教伝来(AD1C)→漢字に翻訳、儒教・道教と共存。
　　　

  ② 中国語：無活用（語根のみ）→全単語を１字で表示

      ex.動詞 ex.走、吃、看

　  ● 中国語（孤立語）：活用なし、語根のみ（≒不定詞）

　   ◇ 欧米語（屈折語）：活用→語尾変化（複雑）

　　　動詞（仏語）→人称６×１２（時制、態etc）＝７２の変化

　   ◇日本語他（膠着語）：食べ＋させ＋られ＋る

  



３．漢字（続き）
◇ 殆どが1音節（子音＋母音（音節文字））＝１文字　  　

cf. 母：妈（mu）〔１音節〕 ｖｓ 母（はは）、ｍｏｔｈｅｒ  〔２音節〕 　　　

◇表意文字の弱点（膨大な文字数）を補う工夫　

　① 四声（ピンイン）：同音語を区別 
　　 ex.マ＝妈(母)、骂(叱)、马(馬)、吗(?)

  ② 機能語（付属語）は表音文字化　
　　ex. 助詞：と＝和､へ＝往､向

　　　   助動詞：される＝被、させる＝使

  ③ 新漢字を効率よく創り出す仕組み（六書）：後述

  ④ 簡略化（簡体字） 
　　ex.雲＝云、個＝个、郷＝乡、産業＝产业 49



４．漢字の創造（六書）

①象形文字（原形）：

②指事文字：抽象概念→図形化  ex.上、下、一、二

③会意文字：合成  ex.木＋木→林、女＋取→娶

④形声文字：偏（意味）＋旁（音、意味）→新概念

       ex.氵＋青＝清、氵＋工＝江、氵＋巷＝港

　　　　 辶＋袁＝遠、 辶＋斤＝近、 辶＋首＝道

⑤仮借（当字）： ex.（外来語）仏陀、可口可乐（楽）

⑥転注：楽（音楽）→楽（楽しい）

月、 人、 魚、 牛、

◇ Alphabet（表音文字：２６字で全ての語・文を生成）
　　VS  漢字（表意文字１～１０万字必要、cf.常用漢字２千字）
　　→新字産出の仕組み＋表記の簡略化



５．漢字（字体）の変遷（六書）

甲骨文
占い（殷）
-３千年

  金文
殷・周
BC１０C

　大篆書　　　 小篆書　　 隷書(官僚）　　楷書
 春秋戦国    　　 蓁　　　  　　  漢　　　　 　後漢　　　　

　BC８-４C　　　BC3C　 　　１C～　  　　 ２C　

  明朝体
  明～清
康煕字典



６． 中国語（発音と文字の分離）

　・欧州に例えれば、仏語、伊語、西語、ポ語が発音の違い

　　を残したまま表記を一元化。

   ・これを可能にしたのは、中国語は表意文字でかつ無活用
（独立語）であるため。（但し現在は全員が普通語を話す）

   ・これにより多様な言語（民族、文化）を包摂しつつ求心力

　　のある漢字文化（or統一国家）を維持できた。

　　Cf. 中国：武＜文（ex. 科挙）
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  　言語（話し言葉、発音） 　　　文字（表記）

北京語（普通語）
　　　　　＋方言＊
(＊上海語、広東語、福建語
　　長沙語、江西語、客家語他）

　漢字（全国統一）　　　



ゆうごく
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西 
周

漢 中
華
民
国

宋
中
華
人
民
共
和
国

・中国史（周～） ：3３00年
・純漢人王朝 ：約１５００年（４５％）
　　　　　　　  　（西周３５０、漢4２0、三国50、宋3１0、
　　　　　　　  　　明250、中華民国５0、人民共和国70）

三国
　　 隋秦 唐

　

・中国の歴史＝漢民族と異民族の闘争と混交の歴史
　　＊匈奴、鮮卑、突厥、西夏、蒙古、女真 ｅｔｃ
・異民族国家（元・清）による国土拡大（焼け太り）
　　　　　　(西蔵、内蒙古、満州、新疆）

元 清明
　

７．中国の歴代王朝
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チベット

満洲

新疆

蒙古

清の版図

雲南

古来の中国
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 　　　　　拡大中国
(内蒙古,西蔵,新疆,満州,台湾）

 中国・地方(諸方言）

 日・韓・べ他(漢字圏）

中国（漢字）文化圏

 北京他
(普通語)



　◇ 中国史：漢民族中心（中華思想）史　）　

　　　　　　　　　漢字文化の強み
　　　　　　　　　　　　　

　　CF.　異民族名称（無文字→当て字（蔑称））

　　　・ 蒙古： 蒙（meng：愚か）　古（nu：純朴）
　　　・ 匈奴： 匈（xiang：フン）     奴（nu：奴隷）

　　　・ 鮮卑：  鮮（xian:新鮮）　   卑（bei：下劣）

　　　・ 突厥：  突（tu:突き進む）  厥（jue:卒倒）

　　　・ 吐蕃：  吐（ｔｕ：吐く）        　蕃（fan:茂る）
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８．消えゆく文字：中央アジア
文　字 系　統 使用国・民族 備　考

突厥文字
（5～13C)

ソグド文字
(古チュルク)

突厥（トルコ系）
（→ウイグル文字）

表音文字
消滅

ウイグル文字
　（８～１２C）

ソグド文字
(シリア系）

ウイグル(トルコ系)､契
丹(蒙古系)､蒙古､満州

右から横書き
　　　　→縦書き

契丹文字
（10～12C)

ウイグル系
(未解読）

契丹（蒙古系） 漢字を借用、表
意+表音、消滅

モンゴル文字
（14C～)

ウイグル系
(縦書)

蒙古 内蒙古(外蒙古
はキリル文字）

満州文字
（16～２０C)

蒙古系
（縦書）

満州
(←女真文字12C～)

言語も文字も
ほぼ消滅

西夏文字
　（11～14C)

漢字系
(表意文字)

西夏（タングート族、チ
ベット系(言語・宗教))

縦書(偏＋旁）
消滅

チベット文字
（７C～）

インド系 西蔵(吐蕃)、蒙古 左から横書き
チベット仏教
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９．日本の文字（歴史）

① 神代文字：漢字以前の文字（諸説あるが未確認）

② 漢字の伝来：３～４C→７C（奈良時代）に普及

　表意文字として伝来（ex漢字：山＝ヤマ：大和言葉）

③ 万葉仮名：表音文字（≒Alphabet）として活用

　  ８C:万葉集、日本書紀

　   ex.阿里＝アリ→固有名詞や助詞等が表記可能

④ 仮名の発明（←万葉仮名）

　  漢字→草書体化（ex女性の手紙）→平仮名

　  漢字→略体化（ex.加→カ） →片仮名

⑤ローマ字表記：葡宣教師→明治：ヘボン式、訓令式58



　感　　　城　　　国　
　時　　　春　　　破　

　花　　　草　　　山　

　濺　　　木　　　河　

　涙　　　深　　　在　
　

　guó(国) pò(破) shān(山) hé(河) zài(在)

　héng(城) chūn(春) cǎo(草) mù(木) shēn(深）

　gǎn(感) shí(時) huā(花) jiàn(濺) lèi(涙)
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レ

レ
テ

リ

シ

シ

ジ
テ
ハ

ニ
モ

ヲ

ニ
シ
テ

レ

ニ

日本：漢字の導入　　  （１） 　
　

漢文読下し（漢文和訳）
　　　　
　　　　　　　

発音,語順を無視し意味のみ理解
　　

① 読み順の変更；ex.返り点
　　  SVO(漢語)→SOV(和語)
　　

② 送り仮名の追加
　　 孤立語 (漢語)→活用語(和語)　　　



◇漢字の導入

　(２) 音と訓

　　・音読み：漢字の本来の読み(発音)を導入

　　　　　　　 　（≑ 外来語）　　ex. 国(guó)→コク 
　　・訓読み：読み(発音) は和語に置き換え

　　　　　　　 　（文字の借用） ex. 国(guó)→クニ 
　　　　

　（３）仮名の創造（表意文字(漢語) →表音文字）　

　　・万葉仮名：ex. 阿 → あ
　　・片仮名　  ：ex. 阿（　）→ア

　　・平仮名　  ：ex. 安 → あ

　　　　

ex. 安　　→あ

　　・平仮名     ：
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日本の４文字（漢和洋の折衷）
（六書）

61

Ｋ

せいおう

  漢　字
 （中国）
表意文字

　　　　　①漢字（表意文字）
  音読み；語彙（概念）の輸入 ex.皇帝
  訓読み：借字 ex. 牛(ウシ)、造字 ex.鰯,峠

表音文字化
ex万葉仮名

②平仮名

③片仮名

　　　欧　米
表音文字 Alfabet

④
ローマ字

機能語（ex.助詞、
活用語尾）の表示
漢字かな混じり文



１２．日本：文字の変革
◇日本の文字は国際化の壁？

 ・Alphabetが大勢で漢字圏は孤立（cf.日本は４文字）

◇漢字廃止論等

  ・江戸期：賀茂真淵：漢字廃止→平仮名

  ・明治　  ：前島密・福沢諭吉、　森有礼（簡略英語化）

◇ローマ字派等

　・戦後：GHQ他（ローマ字）、志賀直哉（仏語化）

◇表記の簡略化

　・戦後：漢字の制限（常用漢字）、旧→新仮名遣い

◇他の漢字圏の動き

　・ベトナム・韓国≒廃止、中国→簡体字 62



付１；朝鮮のハングル文字
・１４４３世宗（李朝）により公布。

・漢字から脱却し創出された国民文字。

・インド系ブラフミー文字→チベット文字→パスパ文字
（元朝）等の系譜のもとに作られた表音文字。

・子音（基本１４＋５）と母音（基本１０＋１１）で合成さ
れた音節文字（＝仮名）。

　　　　　　사　　　　　　　　소
　 　　　サ（sa）　　　　　　　　　　　  ソ（so）

・陰陽五行説
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S　　　　　　　　a                    S                       O
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付２：文字と芸術
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塔と梵字
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アラビア文字：偶像が禁止されたイスラムでは
、
　　　　　　　　　　文字そのもが装飾

アラビア文字：偶像が禁
止されたイラムでは、
　　　　　　　　　　文字その
もが装飾

　　アラビア文字：偶像が禁止されたイスラムでは
　　　　　　　　　　　文字そのもが装飾
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ドイツ文字：ＦＲＡＫＴＵＲ（ひげ文字、亀甲文字）
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ドイツ語
Ｆｒｕｋｔｕｒ
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インド文字
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